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９
月
定
例
会
は
、
３
日
に
招
集
さ
れ
、
21
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

工
事
契
約
に
か
か
る
も
の
２
件
、
人
事
案
件
２
件
、
補
正
予
算
７
件
、
平
成
29
年
度
の
会
計
決
算
７
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
日
に
は
、
議
員
提
案
の
意
見
書
４
件
が
追
加
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
採
択
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
会
期
17
日
目（
９
月
19
日
）に
６
人
が
当
面
す
る
村
政
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

一般会計
特別会計

平成29年度決算

服岡一時避難所

78億円を検証！！

110,725円
教育費

19,769円
議会費

89,187円
農林水産業費

195,292円
土木費

166,533円
消防費

169,003円
総務費

239,146円
衛生費

221,584円
民生費

3,223円
公債費（借金返済）

131,880円
諸支出金（積立金ほか）

8,112円
商工費

歳入(財源) ６８億４，８５２万円
歳出(使いみち) ６３億４，２９１万円
差引額 ５億   ５６１万円

一般会計決算

◆歳出総額63億4,291万円を
　村民(4,683人)1人あたりにすると… 135万4,454円

歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）

衛生費
（17.6%）

１１億１，９９２万円

村税（56.8%）
３８億

８，８９９万円

繰入金（15.2%）
１０億３，８０７万円

繰越金（9.0%）
６億１，３７５万円

国庫支出金（4.0%）
２億７，３６９万円

地方譲与税（3.8%）
２億６，１６０万円

地方消費税交付金（2.7%）
１億８，３９９万円

諸収入（2.3%）
１億５，８５４万円

県支出金（1.8%）　　　　　　１億２，６５８万円

村債（1.8%）　　　　　  １億２，５００万円

使用料及び手数料（0.9%）６，２０６万円

その他（1.7%）　　１億１，６２５万円

民生費
（16.4%）

１０億３，７６８万円

土木費
（14.4%）

９億１，４５５万円
総務費

（12.5%）
７億９，１４４万円

消防費（12.3%）
７億７，９８７万円

諸支出金（9.7%）
６億１，７６０万円

教育費（8.2%）
５億１，８５３万円

農林水産業費（6.6%）
４億１，７６６万円

議会費（1.5%）　９，２５８万円
商工費（0.6%）　３，７９９万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 １，５０９万円

・その他税 2,223万円
・村たばこ税 6,231万円
・固定資産税 29億4,124万円

・村民税 8億6,321万円
＜内訳＞　個人

法人
2億9,813万円
5億6,508万円

【村税の内訳】
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顧
問
弁
護
士
は
必
要
な

時
々
に
お
願
い
す
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
。
年
間

契
約
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
の
か
。

　

相
談
す
る
件
数
は
か
な

り
あ
り
、
そ
の
後
訴
訟
な

ど
正
式
な
手
続
き
に
入
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
費
用

か
ら
年
間
契
約
を
理
由
と

し
た
減
額
を
し
て
い
た
だ

け
る
た
め
、
有
効
だ
と
考

え
る
。

　
消
防
団
員
が
避
難
所
を

把
握
し
、
い
ざ
と
言
う
時

に
は
誘
導
や
配
置
が
で
き

る
よ
う
、
消
防
車
庫
を
避

難
所
と
同
じ
と
こ
ろ
へ

作
っ
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

　

現
在
取
り
急
ぎ
更
新
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
車
庫

は
な
い
。
更
新
時
期
に
分

団
の
車
庫
が
避
難
所
と
一

質  

疑

問答問答

体
と
な
る
の
が
い
い
か
ど

う
か
も
含
め
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
運

営
協
議
会
と
は
ど
ん
な
組

織
か
。
ま
た
飛
島
村
と
の

関
係
は
ど
う
か
。

　

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は

県
が
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
運
行
す

る
た
め
消
防
本
部
が
派
遣

す
る
隊
員
の
人
件
費
を
市

町
村
で
負
担
し
て
い
る
。

　
あ
い
ち
電
子
自
治
体
推

進
協
議
会
へ
は
愛
知
県
の

自
治
体
が
全
部
入
っ
て
い

る
の
か
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｗ
Ａ
Ｎ
に
か
か
る

費
用
の
た
め
他
の
自
治
体

も
加
入
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
障
害
児
通
所
給
付
金
が

１
千
万
円
増
え
て
い
る
が

ど
う
い
う
こ
と
か
。

問答問答問

　

当
初
は
５
名
程
度
の
利

用
者
で
あ
っ
た
が
、
利
用

者
数
・
回
数
共
に
増
え
た

た
め
で
あ
る
。

　
ご
み
袋
の
販
売
に
つ
い

て
、
購
入
単
価
が
約
６
・

２
円
で
店
頭
販
売
が
20
円

と
い
う
こ
と
は
、
ど
こ
が

利
益
を
得
て
ど
の
よ
う
な

流
れ
で
販
売
に
至
る
の
か
。

　

商
工
会
へ
年
間
65
万
円

で
ご
み
袋
の
販
売
を
委
託

し
、
15
円
で
小
売
店
に
販

売
し
、
売
り
上
げ
は
村
に

入
金
さ
れ
る
。
小
売
店
は

20
円
で
販
売
す
る
の
で
、

５
円
の
利
益
に
な
る
。

　
公
民
館
の
嘱
託
指
導
員

３
名
と
社
会
体
育
の
嘱
託

指
導
員
は
ど
う
違
う
の
か
。

　

公
民
館
の
嘱
託
指
導
員

は
日
勤
２
名
と
、
夜
勤
が

１
名
で
３
名
。
社
会
体
育

の
嘱
託
指
導
員
は
運
動
施

設
の
管
理
を
し
て
い
る
。

答問答問答

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

豊
か
な
財
政
は
、
給
食
費

の
無
料
化
や
お
年
寄
り
の
医

療
費
の
無
料
化
を
実
施
す
る

な
ど
、
住
民
負
担
の
軽
減
を

す
る
た
め
の
施
策
を
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
反
対
す
る
。

　
　

  

…
伊
藤　
秀
樹
議
員

安
心
・
安
全
・
安
定
の
村

づ
く
り
推
進
に
向
け
、
事
業

計
画
に
沿
っ
て
適
切
に
執
行

さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
最
良

な
事
業
の
推
進
と
予
算
執
行

を
望
み
、
村
民
の
生
活
環
境

の
向
上
に
努
力
す
る
こ
と
を

願
い
賛
成
す
る
。

　
　

  

…
鈴
木　
義
男
議
員

避
難
所
は
全
て
で
き
る
と

総
額
40
億
円
、
村
民
一
人
当

た
り
90
万
円
の
建
設
費
を
使

う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
管
理

費
と
し
て
の
お
金
も
か
か
り

非
常
に
無
駄
だ
と
思
い
反
対

す
る
。

�（
賛
成
７
反
対
２
で
認
定
）

討  

論
反
対

賛
成

反
対

一 

般 

会 

計

歳  入
（財源）

歳  出
（使いみち）

衛生費
（17.6%）

１１億１，９９２万円

村税（56.8%）
３８億

８，８９９万円

繰入金（15.2%）
１０億３，８０７万円

繰越金（9.0%）
６億１，３７５万円

国庫支出金（4.0%）
２億７，３６９万円

地方譲与税（3.8%）
２億６，１６０万円

地方消費税交付金（2.7%）
１億８，３９９万円

諸収入（2.3%）
１億５，８５４万円

県支出金（1.8%）　　　　　　１億２，６５８万円

村債（1.8%）　　　　　  １億２，５００万円

使用料及び手数料（0.9%）６，２０６万円

その他（1.7%）　　１億１，６２５万円

民生費
（16.4%）

１０億３，７６８万円

土木費
（14.4%）

９億１，４５５万円
総務費

（12.5%）
７億９，１４４万円

消防費（12.3%）
７億７，９８７万円

諸支出金（9.7%）
６億１，７６０万円

教育費（8.2%）
５億１，８５３万円

農林水産業費（6.6%）
４億１，７６６万円

議会費（1.5%）　９，２５８万円
商工費（0.6%）　３，７９９万円

公債費（借金返済）
（0.2%）　　　 １，５０９万円

・その他税 2,223万円
・村たばこ税 6,231万円
・固定資産税 29億4,124万円

・村民税 8億6,321万円
＜内訳＞　個人

法人
2億9,813万円
5億6,508万円

【村税の内訳】
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ほ
ど
と
、
県
か
ら
い
た
だ

い
た
財
政
調
整
交
付
金
の

分
だ
と
考
え
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
す
れ
ば
保
険
税
を
多
少

安
く
で
き
る
の
で
、
基
金

を
積
む
必
要
は
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
は
削
減
し
て
い
く
と

い
う
方
向
で
あ
り
、
そ
の

場
合
は
基
金
を
崩
し
て
充

て
る
と
考
え
て
い
る
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
な
く
な
る
こ
と
が

本
当
に
あ
る
の
か
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

　

な
く
な
る
の
は
遠
い
こ

と
で
は
な
い
と
考
え
る
。

制
度
に
沿
っ
た
あ
り
方
を

作
り
上
げ
て
い
く
し
か
な

い
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

住
民
負
担
は
大
変
重
く
、

国
民
健
康
保
険
税
は
高
い
と

い
う
声
を
よ
く
聞
く
。
保
険

税
を
も
っ
と
安
く
し
て
ほ
し

い
と
思
い
反
対
す
る
。

問答問答討  

論
反
対

国
民
健
康
保
険

　
歳
入
歳
出
の
差
引
額
が

質  

疑

問

　
　

  

…
加
藤　
光
彦
議
員

増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費

と
少
子
高
齢
化
の
社
会
情
勢

を
鑑
み
財
政
確
保
に
努
め
て

い
る
。
保
険
事
業
の
充
実
に

よ
り
住
民
の
健
康
維
持
・
増

進
に
努
力
を
願
い
、
堅
実
な

国
保
財
政
を
望
み
賛
成
す
る
。

　(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

 

農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
事
業

�
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

土
地
取
得

�
(

全
員
賛
成
で
認
定)

 

介
護
保
険

　
介
護
保
険
で
余
っ
た
金

額
は
保
険
料
に
当
た
り
、

本
来
も
っ
と
値
下
げ
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。
３

年
後
見
直
し
が
さ
れ
る
が
、

そ
の
辺
り
は
ど
の
よ
う
に

見
て
い
る
か
。

賛
成質  

疑

問

約
４
千
万
円
と
な
っ
た
の

は
保
険
税
が
余
っ
た
と
理

解
し
て
よ
い
か
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
が
３
９
０
０
万
円

答

　

第
７
期
の
介
護
保
険
料

に
は
あ
る
程
度
反
映
さ
せ

て
い
る
。
65
歳
以
上
の
方

は
増
え
て
い
く
こ
と
が
当

然
だ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

持
続
可
能
な
形
で
進
め
て

い
く
た
め
に
は
介
護
予
防

事
業
を
充
実
さ
せ
、
必
要

な
際
に
は
十
分
な
給
付
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
形
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
。

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

介
護
保
険
料
は
県
下
で
１

番
高
い
。
今
の
会
計
か
ら
見

れ
ば
も
っ
と
値
下
げ
で
き
る

と
思
う
の
で
反
対
す
る
。

　
　

  

…
上
田　
光
彦
議
員

高
齢
化
が
急
速
に
進
展
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介

護
予
防
事
業
を
積
極
的
に
展

開
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
運
営
を
願
い
賛
成
す

る
。

　(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

答討  

論
反
対

賛
成

後
期
高
齢
者
医
療

　
　

  

…
橋
本　
渉　
議
員

こ
の
会
計
が
作
ら
れ
て
か

ら
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
保
険

料
負
担
が
増
大
し
、
保
険
料

の
支
払
い
が
大
変
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
保
険
料
の
値
下
げ
も
し

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
反
対

す
る
。

　
　

  

…
鈴
木　
康
祐
議
員

こ
の
会
計
は
高
齢
者
の
保

険
料
を
広
域
連
合
に
納
付
す

る
た
め
の
会
計
で
あ
り
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め

の
制
度
で
あ
る
。
今
後
も
増

え
続
け
る
高
齢
者
医
療
費
を

国
民
す
べ
て
で
支
え
る
保
険

事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
を
願

い
賛
成
す
る
。

(

賛
成
８
反
対
１
で
認
定)

 

宅
地
造
成
事
業

�
(

全
員
賛
成
で
認
定)

討  

論
反
対

賛
成

特 

別 

会 

計

決算額� （千円以下切り捨て）

会計名 歳入額 歳出額 差引額

国民健康保険 ６億２,５６２万円 ５億８,６３８万円 ３,９２４万円

農業集落排水処理
施設事業 ２億５,７７５万円 ２億５,３５８万円 ４１７万円

土地取得 ５５万円 ５５万円 ０円

介護保険
保険事業勘定 ４億４,３０７万円 ４億２,６０２万円 １,７０５万円

サービス
事業勘定 １８３万円 １７３万円 １０万円

後期高齢者医療 ６,８１６万円 ６,７６１万円 ５５万円

宅地造成事業 １億３,２７９万円 １億３,２７９万円 ０円
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監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

平
成
29
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
に
関
す
る
調
書

は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成

さ
れ
て
お
り
、
決
算
計
数
は
関
係

帳
簿
及
び
証
拠
書
類
と
照
合
し
た

結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
基
金
の
運

用
状
況
を
示
す
書
類
の
計
数
に
つ

い
て
も
特
に
問
題
と
す
る
事
項
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
年
度
は
業
務
全
般
に
わ
た
っ

て
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
組
織
改
編
に
よ
り
業
務
分

担
が
変
わ
っ
た
職
場
に
お
い
て
も
、

監
査
業
務
の
細
部
に
わ
た
り
明
確

な
説
明
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

平
成
30
年
７
月
17
日
か
ら
７
月
30
日
に
か
け
て
監
査
委
員
伊
藤

幹
男
氏
、
上
田
光
彦
氏
に
よ
り
、
決
算
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開
発
基
金
の
運
用
状
況
を
審
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
、
８
月
27
日
に
意
見
書
と
し
て
村
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
柱
と
な

る
村
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
収
入

確
保
に
十
分
努
力
し
た
も
の
と
認

め
ら
れ
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続

き
所
得
の
向
上
が
遅
々
と
進
ま
な

い
中
で
、
収
入
未
済
額
が
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

徴
収
率
向
上
の
た
め
不
断
の
努
力

を
期
待
し
ま
す
。

歳
出
に
お
け
る
不
用
額
は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
減
少
し
て
お

り
、
執
行
に
当
た
っ
て
は
十
分
な

検
討
を
加
え
ら
れ
、
予
算
の
節
約

等
考
慮
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
今
後
と
も
予
算
計
上
・
執

行
と
も
に
十
分
留
意
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
村
の
資
産
及
び
物
品

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
良
好
の
状

態
に
お
い
て
管
理
す
る
と
と
も
に
、

所
要
の
目
的
に
応
じ
た
効
率
的
な

運
用
及
び
使
用
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
第
４
次

総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
に
掲

げ
る「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育

つ
む
ら
づ
く
り
」「
住
民
が
交
流
を

深
め
る
む
ら
づ
く
り
」「
安
心
し
て

生
活
で
き
る
む
ら
づ
く
り
」を
重

点
と
し
て
、「
私
た
ち
を
育
む
村

を
み
ん
な
で
育
て
る
」の
実
現
に

向
け
、
着
実
な
施
策
の
推
進
が
図

ら
れ
る
こ
と
を
要
望
し
て
審
査
の

結
び
と
し
ま
す
。

�

審
査
意
見
よ
り(

要
旨)

審
査
の
結
果
お
よ
び
意
見

基　　金　　名 平成２９年度末現在高

財政調整基金 現　金　等 8億7,784万円

地域整備基金 現　金　等 66億1,498万円

減債基金 現　金　等 2,811万円

国民健康保険財政調整基金 現　金　等 1億1,604万円

人材育成基金 現　金　等 5億1,000万円

地域福祉振興基金 現　金　等 1億3,786万円

土地開発基金
不動産（土地　雑種地） 4,514.00㎡

現　金　等 1億6,274万円

介護給付費準備基金 現　金　等 2,892万円

基金合計 現　金　等 84億7,649万円

意見書を村長に手渡しする委員


